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交雑魚マダイ♀クロダイ♂(?1)はクロダイより早い成

長,マ ダイより高い高・低水温および低塩分に対する

耐 性など,生 物学的に優れた特徴を持つことが報告

され,12)さ らに,高 い脂質利用能による低タンパク質

とビタミンCの 要求性,そ して高い大豆粕利用能など

を持つことが明らかにされた。2)したがって,このF1

は新しい養殖魚種として注 目され,長 期間の低水温

期と比較的小さいサイズで出荷される韓国では,今

後の養殖産業の発展 に貢献できるものと期待される。

韓国では限られた養殖魚種の多量生産による価

格の不安定化,輸 入養殖魚の増加による価格の低

迷,そ して集約的飼育方式 による環境汚染などが大

きな問題になっており,新しい魚種の種苗生産技術

の開発に関する研究が注 目されている。3)

そこで,本 研究では韓国でのF1の 安全な種苗生

産や飼育の技術開発に向けた端緒として,F1の ふ化

仔稚魚の特性や生残率を高める方法について検討

した。

1.ワ ムシの栄養 強化がF1仔 魚の飼育成績 に及

ぼす影響

本研究では栄養強化および非強化ワムシを給与し

て,Flの 種苗生産成績に及ぼす影響について検討し

た。

材料および方法

親魚 韓国,慶 尚南道統螢市の研究協力企業

{(株)マリンプラス}で飼育された3～4歳 のマダイ

と約2～3歳 のクロダイを親魚 として用いた。なお,

マダイは近畿大学系で韓 国において飼育された

もので,クロダイは統螢市近海で採補された天然

クロダイ稚魚を飼育したものである。マダイとクロダ

イ親魚は2009年2月 頃,陸 上の60tコ ンクリート

製角形水槽 に,そ れぞれ42尾 と10尾 ずつ収容し,

濾過加温海水を1日1～2回 転になるように注水し

た。飼育水温は約3カ 月掛けて12℃ から17℃まで

徐々に上昇させた。約3カ 月の親魚管理期間に,

オキアミやイカを午前中に飽食給餌 し,照明は明

期を12時 間から16時 間まで徐 々に延長した。

人工授精F1の 人工授精を行うため,成 熟卵と精

子をそれぞれマダイ10尾(体 重4.91651.Okg)と ク

ロダイ5尾(体 重0.61650.lkg)か ら採集 した。得ら

れたFl受 精卵は約370,000粒 であった。水温

17.0℃の加温濾過海水で洗卵してから,同じく加

温濾過海水を満たした0.4tの ふ化容器 に収容し

た。

飼育方法および実験区F1授 精卵を陸路でマリ

ンプラスから全羅南道,麗 水市の全南大学校,

水産増養殖センターまで,お よそ3時 間かけて運

搬した。運搬時には授精卵は10£ の濾過海水を

入れたナイロン袋に約60,000粒 ずつ収容し,酸

素を封入してから発泡スチロール箱 に梱包して運

搬した。授精卵は媒精したのち約19時 間で
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blastula期 に達 した。授精 卵 は約30tの コンクリー

ト製八 角形水 槽2基 に分けて収 容 し,ふ 化 時まで

緩 やか に通 気 した。水 温は17.5℃ であった。

ふ 化後13日 令 までの餌料 給餌 はFig.1に 示 し

た。す なわち,栄 養 強化 ワムシ区では,海 産クロレ

ラ(Daesang,韓 国)と 栄養 強化剤(ハ イパー グリー

ン,日 清 丸紅,日 本)で 約6時 間栄養 強 化 したワ

ムシを給 餌 し,非 栄養 強化 ワムシ区ではパ ン酵 母

による通 常の 一時培 養 したワムシを給 餌 した。な

お,両 区とも飼 育 水 には海 産 クロレラを添加 した

(Fig.1)o

形態異常率および弊死率についてみると,いず

れの区でもふ化率は91%以 一ヒと高かったが,正

常仔魚率は31%と 低く,逆に,形 態異常率が

58%と 高かった(Tablel)。

日本におけるFlの 研究でも,比 較的高い形態

異常率が報告されている。本研究で韓国産クロダ

イ親魚を川いてF1を 作出しても,これまでと同様

に多量の形態異常の仔魚を観測した。したがって,

F1の 種苗量産を口指すには,形 態異常をどのよう

に減少させるかがポイントになる。しかし,本研究

でその原 因について明確にできないが,お そらく,

交雑に基づく形態異常が最も大きいと考えられ

る。

T劉ble1.Comparisonofhatchingrate,normallarvae,abnormallarvae

andmortahtyofdiffbrentrearingmethodsfbrFl

Rearingmethod

Rotifbr

enriched
Rotifbr

卵質 および仔魚 の測 定F1の ふ化 率,正 常ふ 化

仔魚,形 態 異 常,驚 死 率などを調 べるため,500

mlの ビー カー に浮 上卵 を約50粒 ずつ 収容 し,水

温17.5～18.0℃ で温置 して,ふ 化24時 間 後まで

観 察を行 った。ふ 化仔魚 の各 部の 体側 はふ化 当

日からll日 後 まで,毎 日3～10尾 を無 作為 に取 り

上 げ,デ ジタル カメラ(SZX9,オ リンパ ス,日 本)で

撮影 し,コ ンピュー タ画像 と測 定 ソフトウェア(a

rulerfbrwindows,MS-soft,USA)を 用いて,仔 魚

の全長,体 長,卵 黄径,卵 黄高,油 球 径,油 球 高

などを測 定 した。

Hatchingrate(%)l

Normallarvae(%)2

Abnormallarvae(%)3

Mortality(%)4

9L316610.292.01667.0

32.71669.831.81661.5

5851660.558.21667.2

1.21662.12.71661.2

結果および考察

ふ化後1日 令までのFlの 卵孚化率,正 常仔魚率,

1Hatchingrate(%)=100166hatchedlarvae/stockedbuoyancyeg9
.

2NormalIarvae(%)=100166normallarvae/stockedbuoyancyegg .

、Abnormallarvae(%)=100166abno㎜allarvae/stockedbuoyancy

eg9・

4Mortality(%)=100166deatheggandlarvae/stockedbuoyancyegg

Fl仔 魚の全長では,栄 養強化および非強化ワ

ムシ給与による区間差は見られなかった(Fig.2)。

多くの海産魚類ではパン酵 母を用いて培養したワ

ムシには,高 度不飽和脂肪酸のDHA,EPA,

ARAな どが不足するので,仔 魚をこのようなワム

シで飼育すると,成長や生残率が大きく低下する

ことが知られている。栄養強化しないワムシでもF1

仔魚を飼育できたのは,F1仔 魚の高度不飽和脂

肪酸要求量は他の海水魚より低いか,あ る
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Table3.Comparisonofhatchingrate,normallarvaeandabnormallarvaeondiffbrenthatchingtemperature

Hatchingtemperature(℃)

14.5 16.5 18.5 20.5 22.5

Hatchingrate(%)*

Normallarvae(%)*

Abnormallarvae(%)*

79.11701.gb

29.41702.2

49.71700.4a

84.81703.6a

29.31707.6

55.51704.ob

82,8170L4ab

35.717009

47.ll702.3a

78.41700」b

32.3170L5

46,2170L6a

88.2170L5a

30.21701.7

58.Ol700。2b

*refbrtotablel .

T段ble4.Comparisonoftotallength,bodylength,yolk-sacvolumeandoilglovevolumeoflarvaeondiffbrenthatchingtemperature

Hatchingtemperature(℃)

14.5 16.5 18.5 20.5 22.5

Timefbrfirsthatching

Totallength(mm)

Bodylength(mm)

Yolk-sacvolume(E}3周 じδ)*

Oilglovevolume(E}31じ6)*

59hr

2.91700.2ab

2.717002abc

953170243a

2.Ol7003a

50hr

2.71700」b

2.61700」c

95.217036.7a

2.2豆700.4a

42hr30min

291700,0a

2.81700.Oab

67.517012gb

2.31700.4a

40hr50min

3.Ol700.la

2.81700.la

43.717016.7c

2.Ol700.3a

40hr

2.81700.lab

2.71700.lbc

l4.91704.7d

1.31700.3bつ
*Vblumesoftheyolk-sacandoilglobulewerecalculatedbyusingtheequationfbraspheroid

,∫.θ.蹉=4/32ケ,whereαishalfofthemaximum

lengthandわishalfofthemaximumwidth.
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